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こ
の
た
び
、『
富
士
宮
の
歴
史　
通
史
編
Ⅰ
』
を
刊
行
で
き
ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
本
書
で
は
、
富
士
山
の
噴
火
が
つ
く
り
出
し
た
大
地
の
う
え
で
、
遠
い
昔
に
人
び
と
が
暮
ら
し
た
先
史

時
代
か
ら
、
古
代
の
社
会
の
姿
、
富
士
山
と
と
も
に
育
ま
れ
た
信
仰
、
そ
し
て
中
世
の
武
家
勢
力
の
動
き

に
至
る
ま
で
、
富
士
宮
の
歩
み
を
形
づ
く
っ
た
長
い
歴
史
が
丁
寧
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
れ
も
が
、
今

の
富
士
宮
を
支
え
る
大
切
な
土
台
で
あ
り
、
こ
う
し
た
歩
み
を
知
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
ま
ち
を
よ
り
深
く

理
解
し
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
考
え
る
う
え
で
も
大
い
に
力
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
社
会
が
大
き
く
変
わ
り
続
け
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
歴
史
に
目
を
向
け
、
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を

確
か
め
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
本
書
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
富
士
宮
の

歴
史
の
魅
力
に
触
れ
、
次
の
世
代
へ
と
大
切
に
受
け
継
い
で
い
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
結
び
に
、
本
書
の
刊
行
に
際
し
て
調
査
、
執
筆
、
編
集
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
市
史
編
さ
ん
委
員
・

執
筆
員
・
監
修
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
資
料
の
提
供
や
調
査
に
ご
協
力
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
方
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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は
じ
め
に

　
『
富
士
宮
の
歴
史　

通
史
編
Ⅰ
』
で
は
、
先
史
時
代
の
旧
石
器
・
縄
文
・
弥
生
・
古
墳
時
代

か
ら
古
代
・
中
世
ま
で
の
富
士
宮
の
地
に
生
き
た
人
々
の
歴
史
を
叙
述
し
た
。

　

富
士
宮
に
お
け
る
人
類
の
足
跡
は
、
移
動
し
な
が
ら
狩
猟
・
採
集
生
活
を
営
ん
で
い
た

旧
石
器
時
代
に
遡
る
。
小
塚
遺
跡
は
、
今
か
ら
約
二
万
七
〇
〇
〇
年
前
の
信
州
系
黒
曜
石
供
給

の
拠
点
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
最
終
氷
期
の
最
も
寒
い
時
期
に
向
か
う
寒
冷
化
し
た
気
候

で
あ
っ
た
。
土
器
が
出
現
し
定
住
化
が
進
行
し
た
縄
文
時
代
に
は
、
富
士
宮
で
は
そ
の
初
期
、

草
創
期
の
約
一
万
五
八
〇
〇
年
前
の
様
相
を
示
す
大
鹿
窪
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
小
塚

遺
跡
・
大
鹿
窪
遺
跡
は
芝
川
流
域
に
あ
っ
た
。

　

弥
生
時
代
に
は
日
本
列
島
で
は
水
田
耕
作
と
金
属
器
の
使
用
が
始
ま
る
が
、
富
士
宮
の
丘
陵

上
に
立
地
し
て
い
た
渋
沢
遺
跡
や
古
墳
時
代
前
期
の
星
山
丘
陵
の
月
の
輪
平
遺
跡
な
ど
で
は
、

水
田
耕
作
で
は
な
く
畑
作
や
狩
猟
・
採
集
に
依
存
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
縄
文
時
代
中
期
の
千
居
遺
跡
は
富
士
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
集
落
が
存
続
で
き
な
く

な
り
、
縄
文
時
代
晩
期
や
古
墳
時
代
中
期
の
遺
跡
の
激
減
は
、
富
士
山
の
噴
火
に
よ
る
災
害

の
影
響
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
富
士
宮
の
遺
跡
を
残
し
た
人
々
は
、
気
候
や
地
形

な
ど
の
自
然
環
境
の
制
約
や
富
士
山
の
火
山
活
動
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
そ
れ
に
対
応
す

る
知
恵
を
蓄
積
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
先
史
時
代
か
ら
の
人
々
の
営
み
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
富
士
宮
の
歴
史
は
古
代
・

中
世
へ
と
展
開
し
て
い
く
。



　

富
士
宮
市
は
駿
河
国
の
東
部
、
富
士
山
の
南
西
麓
に
位
置
し
て
い
る
。
海
に
近
い
場
所

な
の
で
海
産
物
も
手
に
入
り
、
潤
井
川
や
芝
川
が
流
れ
て
い
て
耕
地
も
多
く
、
富
士
山
麓
に

あ
る
の
で
山
林
資
源
に
は
事
欠
か
な
い
。
人
々
が
生
活
す
る
た
め
の
条
件
が
揃
っ
た
豊
か
な

地
域
で
、甲
斐
国
と
駿
河
国
と
を
結
ぶ
交
通
路
も
通
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
場
所
だ
っ
た
の
で
、

政
治
権
力
の
中
心
に
い
た
人
々
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
平
安
時
代
に
は
天
皇

家
、鎌
倉
時
代
に
は
鎌
倉
の
北
条
氏
の
支
配
下
に
置
か
れ
、戦
国
時
代
に
は
今
川
・
北
条
・
武
田
・

徳
川
と
い
っ
た
大
名
た
ち
の
争
奪
の
対
象
と
な
っ
た
。

　

富
士
山
の
南
西
麓
に
は
原
野
が
広
が
り
、
鎌
倉
時
代
の
初
期
、
源
頼
朝
に
よ
っ
て
大
規
模

な
巻
狩
り
が
挙
行
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
富
士
山
を
信
仰
し
た
人
々

が
参
詣
や
修
行
の
た
め
に
山
に
登
り
、
そ
の
あ
り
さ
ま
を
描
い
た
参
詣
曼
荼
羅
も
作
成
さ
れ

た
。
大
宮
に
鎮
座
す
る
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
は
駿
河
国
の
中
心
的
神
社
と
し
て
存
在
感
を

放
ち
、
興
法
寺
（
村
山
浅
間
神
社
）
は
修
験
者
た
ち
の
修
行
の
拠
点
と
な
っ
た
。
日
蓮
の
教
え

を
受
け
継
ぐ
寺
院
が
各
地
に
創
建
さ
れ
た
こ
と
も
、
こ
の
地
域
の
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
。

　

本
書
で
は
、
先
史
時
代
か
ら
古
代
・
中
世
に
至
る
ま
で
の
地
域
の
様
相
と
人
々
の
動
向
に

つ
い
て
、
要
点
を
押
さ
え
る
形
で
ま
と
め
、
親
し
み
や
す
く
す
る
た
め
写
真
や
地
図
な
ど
を

ふ
ん
だ
ん
に
収
載
し
た
。
地
域
の
歴
史
に
思
い
を
は
せ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
、

な
に
よ
り
の
こ
と
と
願
っ
て
い
る
。
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・
本
書
は
令
和
元
年
度
よ
り
開
始
し
た
市
史
編
さ
ん
事
業
の
成
果
と
し
て
刊
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

・
本
書
の
総
括
は
第
一
編
は
市
史
編
さ
ん
委
員
の
谷
川
章
雄
（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）、
第
二
編

は
市
史
編
さ
ん
委
員
の
山
田
邦
明
（
愛
知
大
学
文
学
部
教
授
）
が
担
当
し
、
執
筆
分
担
は
巻
末

に
記
し
た
。

・
本
書
に
お
け
る
年
の
表
記
は
原
則
と
し
て
和
暦
と
し
、
節
の
初
出
の
和
暦
に
は
西
暦
を
併
記
し
た
。

　
　
例
：
令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）

・
本
書
に
掲
載
す
る
旧
国
名
や
地
名
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
現
行
地
名
を
併
記
し
た
。

　
　
例
：
甲
斐
（
山
梨
県
）

・
本
文
中
の
写
真
・
図
・
表
に
は
、「
写
真
１-

１
」
の
よ
う
に
章
ご
と
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。

資
料
の
所
蔵
者
・
提
供
者
や
転
載
・
引
用
の
典
拠
な
ど
は
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
内
に
記
載
し
た
。
た

だ
し
、
執
筆
者
や
富
士
宮
市
が
提
供
・
作
成
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
。

・
本
書
の
参
考
文
献
は
巻
末
に
ま
と
め
、
本
文
中
で
参
照
す
る
場
合
は
（
富
士
宮
市 

一
九
七
一
）

な
ど
と
表
記
し
た
。
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